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月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
１
件
を
採
択
、
１
件
を

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は
３
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書

表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と

し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行

政
庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

公
民
館
な
ど
公
共
施
設
使
用
料
の

減

免

内

容

見

直

し

に
つ
い

て

保
育
制
度
改
革（
新
シ
ス
テ
ム
）

へ
の

慎

重

な

対

処

を

求

め

る

意

見

書

公
立
小
・
中
学
校
冷
房
化
に

財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担

に

反

対

す

る

意

見

書

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用

を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

議
場
見
学

議
場
見
学

　

平
成
22
年
３
月
、
小
平
市
受
益
者

負
担
の
適
正
化
検
討
委
員
会
か
ら
、

今
後
は
公
民
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
会
館
な
ど
に
お
い
て
、
障
害
者

団
体
と
官
公
署
以
外
か
ら
は
使
用
料

を
徴
収
す
る
と
い
う
検
討
結
果
報
告

書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
で
の
活
動
は
個
人
の
利

益
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
市
民

相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
元
意

識
を
は
ぐ
く
む
も
の
で
、
利
用
者
イ

コ
ー
ル
受
益
者
と
い
う
概
念
に
は
該

当
し
に
く
い
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

１　

公
民
館
な
ど
公
共
施
設
利
用
に

関
す
る
減
免
措
置
に
つ
い
て
、
直
接

市
民
へ
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
場
合

に
は
事
前
に
市
民
と
十
分
話
し
合
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

地
域
社
会
の
交
流
と
文
化
水
準

の
向
上
の
た
め
の
市
民
の
自
主
的
な

サ
ー
ク
ル
活
動
が
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
継
続
で
き
る
よ
う
減
免
の
内
容

を
慎
重
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
願
者　

小
平
市
た
か
の
台　

小

平
市
公
民
館
八
館
会　

会
長　

山
田

昭
美　

外
３
千
７
百
61
人

《
小
学
３
年
生
》

○
10
月
28
日　

上
宿
小 

46 

人

○
11
月
９
日　

九
小 

83 

人

○
11
月
25
日　

十
五
小 

63 

人

○
11
月
26
日　

五
小 

82 

人

○
12
月
７
日　

十
三
小 

77 

人

　

12
月
定
例
会
か
ら
本
会
議
の
録
画

映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
わ
か
り
や
す
く
議
会
の

活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
意
見
や
お
気
づ
き
の
点
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
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FAX

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

（請願）

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願

請
願
第
23
号

投
票
所
の
再
配
置
に
つ
い
て

総
務
委
員
会

　

平
成
22
年
６
月
29
日
、
政
府
は
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
基
本

制
度
案
要
綱
を
決
定
し
ま
し
た
。
内

容
は
待
機
児
解
消
の
た
め
保
育
所
の

最
低
基
準
を
廃
止
し
て
地
方
自
治
体

の
条
例
に
ゆ
だ
ね
る
ほ
か
、
保
育
所

入
所
は
原
則
と
し
て
利
用
者
の
責
任

に
よ
る
直
接
契
約
と
し
、
多
様
な
事

業
者
の
参
入
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

自
治
体
間
の
財
政
格
差
の
保
育
へ
の

影
響
、
国
や
地
方
自
治
体
の
責
任
の

後
退
、
子
ど
も
の
福
祉
よ
り
経
済
効

率
が
優
先
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な

ど
心
配
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
水
準
の
確
保
や
国
庫
負
担
金

制
度
な
ど
、
本
来
国
で
行
う
べ
き
こ

と
を
す
べ
て
自
治
体
に
押
し
つ
け
る

こ
と
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
保
育
制
度
の
改
革
を
拙
速
に
進

め
る
の
で
は
な
く
、
下
記
事
項
を
踏

ま
え
慎
重
に
対
処
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

１　

全
国
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
保
育

を
受
け
る
権
利
が
平
等
に
保
障
さ
れ

る
こ
と
。

２　

国
の
責
任
に
お
い
て
面
積
要
件

な
ど
の
基
準
を
底
上
げ
し
、
財
政
保

障
を
行
う
こ
と
。

３　

国
と
地
方
自
治
体
の
責
任
を
明

記
し
た
現
行
保
育
制
度
を
基
本
に
し

つ
つ
保
育
施
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
少
子
化
対
策
）
あ
て

　

平
成
18
年
に
改
正
さ
れ
た
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
ワ
ン
ウ
エ
ー

容
器
の
大
量
生
産
・
大
量
使
用
の
構

造
が
見
直
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
は
進
ん
で
も
発
生
抑
制
や

再
使
用
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
リ

ユ
ー
ス
容
器
普
及
を
促
す
た
め
に
は

リ
サ
イ
ク
ル
優
遇
に
な
っ
て
い
る
仕

組
み
を
変
え
、
リ
ユ
ー
ス
容
器
利
用

事
業
者
の
不
公
平
を
是
正
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
基
本
と

し
て
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改

正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進

す
る
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。

１　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
役

割
分
担
を
見
直
し
、
分
別
収
集
・
選

別
保
管
の
費
用
を
事
業
者
が
負
担
す

る
こ
と
。

２　

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
を
促

進
す
る
た
め
、
具
体
的
な
仕
組
み
を

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
中
で
法

制
化
す
る
こ
と
。

３　

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
る
仕
組
み
を
新
た
に
法

制
度
化
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
環
境
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
財
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
）

あ
て

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
現
象
な
ど
の

進
行
に
よ
り
、
夏
季
の
教
育
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
冷
房
施

設
の
な
い
教
室
で
は
、
こ
と
し
の
よ

う
な
教
室
内
の
温
度
の
上
昇
は
子
ど

も
た
ち
や
教
師
の
集
中
力
を
明
ら
か

に
低
下
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

も
っ
と
現
実
的
に
対
応
し
、
環
境
配

慮
と
あ
わ
せ
た
対
策
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
多
く
の
市
町
村
で
は

財
政
状
況
が
厳
し
く
、
多
額
の
財
源

を
必
要
と
す
る
小
・
中
学
校
の
冷
房

化
を
推
進
し
た
く
て
も
で
き
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
、
各
区
市
町
村
の
財
政
力
の
差

に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

に
大
き
な
差
異
が
生
じ
な
い
よ
う
次

の
措
置
を
直
ち
に
講
じ
る
こ
と
を
強

く
要
望
し
ま
す
。

１　

都
内
全
域
の
小
・
中
学
校
の
冷

房
化
は
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
都
は

市
町
村
に
対
し
、
公
立
小
・
中
学
校

の
普
通
教
室
の
冷
房
化
を
推
進
す
る

た
め
の
財
政
支
援
策
を
直
ち
に
実
施

す
る
と
と
も
に
整
備
が
完
了
す
る
ま

で
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
。

２　

現
在
の
国
庫
補
助
制
度
で
は
多

額
の
設
置
者
負
担
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
町
村
に
と
っ
て
実
効
性

の
あ
る
支
援
策
と
す
る
こ
と
。

　

東
京
都
知
事
あ
て

　

政
府
は
平
成
22
年
度
予
算
か
ら
導

入
し
た
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
全
額

国
庫
負
担
で
実
施
す
る
と
の
方
針
を

表
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

度
予
算
で
は
暫
定
措
置
と
し
て
地
方

負
担
約
６
千
百
億
円
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
本
来
全
額
国
庫
負
担
が
原

則
だ
っ
た
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、

現
政
権
は
来
年
度
以
降
も
地
方
負
担

を
求
め
る
こ
と
に
前
向
き
の
考
え
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
地
方
自
治
体
が
創
意
工
夫
を
発
揮

で
き
る
分
野
を
地
方
が
担
当
す
べ
き

で
あ
り
、
子
ど
も
手
当
の
よ
う
な
全

国
一
律
の
現
金
給
付
に
つ
い
て
は
国

が
担
当
し
、
そ
の
全
額
を
負
担
す
べ

き
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
こ
う
し
た
内
容
に
つ

い
て
地
方
と
の
十
分
な
協
議
も
な
い

ま
ま
に
来
年
度
予
算
で
も
地
方
負
担

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
、
全

額
国
庫
負
担
で
行
う
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
国
家
戦
略
担
当
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
あ
て

意見書意見書
　１２月定例会では、４件
の意見書を可決し、関係
機関へ送付しました。

（要旨）

小平市ホームページ内に、
小学生を対象とした子ども向け
ホームページができました。
議会のページもあります。
ぜひ、ごらんください。

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kids

こだいらキッズ「ぶるべーのさんぽみち」の中に、
議会のページが公開中です

こだいらキッズ「ぶるべーのさんぽみち」の中に、
議会のページが公開中です

キッズページの入り口をクリック

議会のページの
入り口はこちらです

　

市
議
会
で
は
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
昨
年
２
月
か
ら
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

議
会
の
現
状
で
の
課
題
や
活
性
化
に
向
け
て
議

会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
調
査
、
研
究
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
経
過
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
て
意

見
を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、
11
月
20
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
議
会
改
革
に
関
す
る
報
告
＆
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
議

員
と
市
民
の
直
接
対
話
は
、
小
平
市
議
会
初
の

試
み
で
し
た
。

　

当
日
は
56
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
６
人
の
委
員
か
ら

六
つ
の
調
査
事
項
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た

後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
会
派
制
、
議
員
定
数
、
市
財
政

と
の
関
係
、
議
員
間
の
議
論
な
ど
議
会
の
現
状

へ
の
指
摘
と
と
も
に
議
会
改
革
へ
の
期
待
や
具

体
的
な
提
案
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
こ
う
し
た
声
を
真
摯
に
受

け
と
め
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
と
と
も
に
３

月
定
例
会
で
中
間
報
告
を
行
う
予
定
で
す
。

議会改革調査特別委員会報告
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―報告＆意見交換会を開きました―


